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論文題名 

Title 

LUNG STRESS MAPPING: INNOVATIVE TECHNOLOGY TO VISUALIZE THE RISK OF 

VENTILATOR-INDUCED LUNG INJURY 

（LUNG STRESS MAPPING: 潜在的人工呼吸器関連肺傷害リスクを可視化する革新的技術） 

論文内容の要旨 

〔目 的(Purpose)〕 

急 性 呼 吸 窮 迫 症 候 群 (ARDSの 従 来 型 モ ニ タ リ ン グ は 一 回 換 気 量 、 気 道 内 圧 、 駆 動 圧 な ど の

全 身 パ ラ メ ー タ に 依 存 し て い る 。 こ れ ら の パ ラ メ ー タ で は 肺 内 の 局 所 ス ト レ ス 不 均 一 性 を

捉 え ら れ な い 。 CTと 食 道 内 圧 を 組 み 合 わ せ た 新 規 技 術 「 Lung stress mapping」 は 肺 全 体

に お け る 局 所 的 な lung stressを 可 視 化 す る こ と が で き る 。 今 回 こ の 「 Lung stress 

mapping」 を 開 発 ・ 検 証 し 、 そ の 生 物 学 的 ・ 臨 床 的 意 義 を 評 価 す る こ と を 目 的 と す る 。  

 

〔方法ならびに成績(Methods/Results)〕 

「 Lung stress mapping」 は 、 食 道 内 圧 と 気 道 内 圧 を CT由 来 の 胸 膜 圧 勾 配 と 組 み 合 わ せ 、

吸 気 時 経 肺 圧 の 時 間 分 解 能 マ ッ プ を 生 成 す る 。 正 確 性 は 外 科 的 に 挿 入 し た 胸 膜 圧 セ ン サ ー

を 用 い た ブ タ で 検 証 し た 。 生 物 学 的 関 連 性 は 、 Lung stress mapping由 来 の パ ラ メ ー タ と

局 所 的 炎 症 性 サ イ ト カ イ ン 発 現 の 相 関 を ウ サ ギ で 評 価 し た 。 臨 床 的 実 現 可 能 性 と 転 帰 と の

関 連 性 は 、 前 向 き 研 究 に 登 録 さ れ た 連 続 し た 20例 の ARDS患 者 で 評 価 し た 。  

胸膜圧センサー特定値とlung stress mapping測定値のlung stress間に良好な相関と一致性が確認された。ウサギ

では、lung stress が高い非依存性領域で主に炎症が発生し、全体的な炎症はlung stress mapping由来のパラメ

ータと相関した。ARDS患者全員は肺保護歓喜を受けていた。生存群と非生存群では全体的な換気パラメータは類似

していたが、非生存群はlung stress mapping由来の最大・平均のlung stressが有意に高かった。探索的ROC解析

では、駆動圧よりもlung stress mapping由来パラメータが90日死亡率と強い関連性を示した。 

 

〔総 括(Conclusion)〕 

Lung stress mappingは 局 所 的 lung stressを 正 確 に 定 量 化 し 、 生 物 学 的 ・ 臨 床 的 に 意 義 の

あ る 不 均 一 性 を 明 ら か に し た 。 こ の 技 術 は 、 従 来 の 呼 吸 モ ニ タ リ ン グ で は 認 識 さ れ な い 、

人 工 呼 吸 器 関 連 肺 傷 害 の リ ス ク が 高 い ARDS患 者 の 同 定 に 有 用 で あ る 可 能 性 が あ る 。  

 

 

 

 




